
太陽の日周運動　標準問題　解説
中学3年 理科｜理科ラボ（オリジナル問題）｜全8問・100点

問1　答え：イ（どこも等しい）

地球は一定の速さで自転しているので、太陽も天球上を一定の速さで動いて見え、1時間ごとの間かくは等

しくなります。

よくあるまちがい：一定の速さで自転＝間かくは等しい。

問2　答え：ウ（南）

北半球の日本では、太陽は東からのぼり、南の空で最も高くなり（南中）、西にしずみます。

よくあるまちがい：南中＝真南にくること。

問3　答え：ア（真東より北寄り）

夏至の日は真東より北寄りからのぼり、真西より北寄りにしずみます。冬至の日は南寄りからのぼります。

よくあるまちがい：夏至＝北寄り、冬至＝南寄り、春分・秋分＝真東。

問4　答え：7.2cm

考え方

1. 2.4×3＝7.2cm

よくあるまちがい：長さは時間に比例する。

問5　答え：4時間

考え方

1. 10÷2.5＝4時間

よくあるまちがい：長さ÷1時間の長さで、時間がわかる。

問6　答え：ア（透明半球の中心（円の中心））

ペンの先のかげが透明半球の中心（観測者の位置にあたる点）にくるようにして印をつけます。

よくあるまちがい：中心＝観測者の位置。

問7　答え：ア（地球が西から東へ自転しているから）

地球が西から東へ自転しているので、太陽は東から西へ動いて見えます（見かけの動き）。

よくあるまちがい：自転の向き（西→東）と、見かけの動き（東→西）は逆。

問8　答え：下の例

夏至の日は、太陽が真東より北寄りからのぼって南中高度が高く、北寄りにしずむので、空を通る道すじ

が長く、昼が長い。冬至の日は南寄りからのぼり、南中高度が低く、道すじが短いので昼が短い。

採点のポイント：夏至：北寄りからのぼり、道すじが長い（昼が長い）／冬至：南寄りからのぼり、道す

じが短い（昼が短い）

よくあるまちがい：のぼる位置と道すじの長さを結びつける。
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